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 Calanus  pacificus  var. japonicus BRODSKY

の分類学的所見 とその九州西海における分布生態

山 田 鉄 雄

Taxonomical View of  Calanus pacificus  var  . japonicus BRODSKY 

and its Distributional Ecology in the Western Seas of Kyushu

Tetsuo YAMADA

   Calanus  pacificus and its 3 varieties (Cal. pac. v. oceancus, Cal  pac. v. 

 japonicas, Cal. pac. v. ?) which Brodsky designated as new species in 1958 are 

the same as what we call Calanus helgolandicus in the neighbouring seas of Japan. 

Hence the author intended to examine whether or not such nomenclature is 

 appropriate. 

   The samples examined were  those caught in February and April 1971 near 

 Nagasaki (including Omura Bay) and those previously caught and  preserved. 

   The  author's examination has come to the conclusion that Cal.  helgo. in the 

western seas of Kyushu should be properly named as Cal.  pac.  v.  jap. according 

to the morphological characteristics which Brodsky has pointed  out. But as to 

 Cal.  pac.  v.  ocean. and  Cal.  pac.  v. ? the author has found no specimens yet, 

leaving many unsolved  questions. 

   Individuals of Cal.  pac.  v.  jag. spawn in  early spring after swarming to the 

coastal waters, but other spawning seasons are unknown. They show remarkable 

diurnal vertical movements. They seem to be a suitable indicator of water mass 

of the Tsushima  current.

動物 プラン ク トンの中で,回 游性魚類の天然餌料 として極めて重要なcopepodaで あ る

Calanus finmarchicus(GUNNER)とCalanus helgolandicus(CLAUS)に 関 す る論文 は,

わ が国で も数 多 く発表 されてい るが,両 種 が形 態上 よく似 てい るために,こ れ を同一 と見

る者,異 種 とす る者な ど諸説入乱れてい る。

Sars,G.0.1)(1901～03),Wilson,C.B.2)(1950),丸 川3)(1908),山 田4)5)(1933),

森6)(1937)ら は,C.finm.とC.helgo.を 別 種 と した。両種 は形態 的に差 があ り,生 態

的にはC.finm.は 北 洋冷水性 で,親 汐や太平洋北部,日 本海の深層冷水塊 に棲息す るが,

C.helgo.は 南 方暖水性で,わ が国近海で は対馬暖流に多 く見 られ ることに よった。 その後

わが国の多 くの研究者 は両種を区別 してい る7)-23)。 佐 藤24)は,北 海 道及び本州沿海 に
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見られるものはC・helgo．の記載に合致するが，これをC．finm．の南方型と見るWolfen－

denの説を採った。田中25）26）はわが国近海のものはC，finm．としC．　helgo．を認めな

いが，もし必要であれば南方暖海産のものを　Calanus　finmarchicus　z’aer．　helgolαndicus

としたらよいだろうと提案した。中井27）28），山路29）もほぼ同様な見解を述べている。

　このような種別の混乱は1858年，1859年に至りBrodsky28）の精力的な研究の発表によ

って一応整理されたかに見える。即ち彼は世界中の海から多くのCalanusの資料を集めて

研究した結果，C．finm．とC．he180．は明らかに別種であるとした。またC．helgo．に極

めて類縁のものとしてCalanus　Pacifi　cusなる新種を設け，その中にCalanus　Pacifi　cus

var．　ooeanicus，　Calanus　Pacificus　var．」αPonicus，　Calanus　Pacifious　var．？の三変種

を命名発表した。彼によれば日本近海にはC．finm．もC．li　elgo．も分布していず，　C．finm．

としていたのはCalanus　glacialis　JOSCHNovであり，　c．helgo．としていたものは彼の

新らしく命名したC．Pac．及びその変種であるとした。

　わが近海のC．helgo．が果してBrodskyの言うように別種のものか否かについて，　著

者は疑問を抱くものであるが，彼は。．kelgo．は地中海及びその近海産で，　北太平洋には

分布していないとしているので，わが国でもOmori30），古橋31）らはこれを認めて従来の

C．helgo．をC．Pac　．と同じものとしている。

　著者がBrodskyのC．Pao．についての記載の中で特に関心を持ったのはC．Pac．ブ⑫．

の頭胸部の節のつがい目にはっきりした赤い小縞があるという点である。　著者が従来九州

西海（大村湾・橘湾・韓国東岸を含む）で採集してC．helgo．としたものには，明らかに

この赤縞があった。従ってこれはBrodskyのC．Pac。jup．と同じではないかと考え，こ

れを確認するため1971年の2，月と4月に，西彼半島の外目と大村湾でプランク1・ソネット

の表面採集を行ない，得た資料を精査した。

九州西海のCalanus　pacificus　var．　japonicus　BROI）SK”Yの記載

　1971年2Eと4月の採集記録はTable　1に，体形図はPlates　HVに示した。体形は

C．helgo．に酷似しているが，　Brodskyの特記した赤い縞が頭胸部関節に例外なく見られ

た＊。’その他の外形上の特徴は，頭部背面後端の中央に小突起が一つあることで，　これは

Brodskyの記載にはないが，佐藤24）は♂にこれがあることを記載している。　この小突起

は6において顕著で，♀では大型成熟個体では小さいがその存在は確認される。佐藤24），

Mori6）の図の♂には明らかにこれが描かれているが♀にはない。　6左第5脚外商の細長

いことも本種の特徴の一つで，内葉の2倍以上ある。　第5脚根葉第2基節は，♂では左右

異なり左の方が大きいが，♀では同大である。第5直根葉面1基節内側の鋸歯列は，　♀♂

とも中央でconcaveに攣治し，かつねじれているので，歯数は数えにくい。鋸歯の形は9

では尖った三角形だが6では小さい刺状をなすものが多い。　♀では歯列先端がこぶ状にな

り，ここに数個の大型の歯があるが，♂では顕著でない。歯数は20～30で，これは成長

段階で異るらしく，2．1mmでは十数個，3mmで二十数個を数えた。（Brodskyは30以

上としておるので，この点さらに検討を要す）。最後胸節の後端は鋭角状の突角となる。第

1触角の長さは体長より長く，末端の2節位長いが，中には体長とほぼ同じものもある。

rostrumは細長い。体長は♀の方が大きく，♀23尾の平均2．88mm　（2．6～3．3　mm）6

＊この縞は8年間フォルマリン漬のものにも見られたが，2－3ヵ月で消えるものもある。
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17尾の平均2．70mm（2．5～2，9mm）であった。

　次に過去において採集保存してある資料について再検討し，　これをPlates　III，　IVに

図示した。

（i）1953・1・26St．11垂直採集　♀17　♂6

　　背部の小突起はあるが赤縞は明らかでない。抱卵す。

（ii）　1956．3．26　1．20t－1．30　St．2　9472　68

　　（i）と同じ。

（iii）　一1958．11・15　18．20一一18．30　St．U　95　S　3

　　背部に小突起あり。赤縞見えず。小型。

（iv）1963・3・111．45～11．55　天草灘i中央部　♀300　♂2

　　背部小突起あり。赤縞あり。大型の♀は抱卵す。歯列三曲著し。　♂左回5脚外葉は他

　の資料のものより幅が広い。

（v）　1964．3・25　21．00t－21．10　St．2　992　63

　　背部小突起あり。赤縞見えず。
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Calanus　 pacificus　 var.　japonicus　 の 分 布 生 態

本種は明らかに対馬暖流域に饒産して魚類の好天然餌料 となってお り,対 馬暖流の指標

種とも考えられる32)。 従って九州西海か ら日本海本土側を北海道北部まで分布し16)33),

朝鮮半島東西両岸にも分布すると考えられる4)。 産卵期は1月 ～4月 初旬で,♀ 背部卵嚢

中に成熟卵が見 られる。大村湾でも産卵することが明 らかである34)。Russell(1935)は

C.finm.は 年3回 産卵し,寒 い時の産卵ふ化群が最 も大型になると述べているが,九 州西

海におけるC.helgo.の 産卵は1月 ～4月 以外は明らかでない。 産卵期になると,沿 岸の

表層に大群をなすが35)そ の他の時期,特 に夏は日中表層に現われることは稀である32)36)

37)。 ただ し夜間には夏で も表層に現われ,diurnal migrationの 習性の著しいことを示 し

ている34)。 大型になるほど深所に居 るらしい。 ♀は ♂より大型で,♀ ♂の比は ♀が圧倒的

に多い。

考 察

従来九州西海でC.helgo.と 著 者 らが 呼んでいた ものは,Brodskyの 分 類 に よれ ば

C.pac.jap.と い うことになる*。C.pac.jap.の ♂左 第5脚 外葉はC.helgo.の よ り長い。

またその内葉は短 く,外 葉第1節 より短 いか等 しい。C.helgo.で は外葉第2節 の1/3に 及 ぶ。

C.pac.jap.とC.pac.ocean.で は,♀ の腹部の膨出が前者 の方が著 しい。 第5脚 基節

の鋸歯数がC.pac.ocean.で は32～39で あ るがC.pac.japは20～30で あ る。 また生時

の体色が 前者 は 青 く28),後 者 は 頭胸部 関節に赤 い 縞があ るので 一見 して 区別 され る。

BrodskyはC.pac.ocean.は 太 平洋北部産 と言 ってい るが,Chiba38)がBikini周 辺 で

5～6月 にC.helgo.の 産 卵群を採集 した と報告 して いるのはC.pac.ocean.か も知れな

い。

C.pac.japとC.pac.v.?と の 相違 は,後 者は ♀♂ほぼ 同大 である こと,第1触 角が

体長 に等 しい こと,鋸 歯数が18～21と 少 ない ことな どがあげ られてい る。Brodskyは

C.helgo.は 北 太平洋 には分布 しない と報 告 しているので,日 本近海 には分布 してい ない こ

とにな るが,C.pac.内 の3変 種については,果 して彼 の言 うよ うに分け られ るものか 否

か疑 問であ る。著者は海流系 の分布か らC.pac.一 種 に した方 が よい と思 うが,そ れに は

太 平洋側,黄 海側 の資料 を採集 して,著 者 のC.pac.jap.の 記 載 と比較検討す る必要 があ

る。現時点に おい ては九州西海 のものはC.pac.jap.と す ることが適当 と思われ る。

要 約

わが国近海の重要copepodaと してCalanus helgolandicusが あるが,1958年Brodsky

は,本 種は地中海及びその近海産のもので北太平洋には存在せずとし,日 本のC.helg.は

彼が新種 として発表 したCalanus pacificus及 びその変種であるとした。そこで著者は こ

れを確認す るため1971年 の2月 と4月 に長崎沿海及び大村湾で採集して精査 した結果,九

州西海のものについてはCalanus　pacificus　var.　japonicus Brodskyと するのが適当と

考えた。BrodskyはC.pac.jap.は 生時頭胸部関節に赤い横縞のあることを特記 している

*大 森30)は 北太平洋のCal.pac .はCal.pac.v.japoniucs に極めて近いとしている。
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が,九 州西海産のものにも明らかにこの赤い縞がある。なおその他に著者は,頭 部後端背

面の中央に小突起があることを認めた。 これは♂に特に顕著で,♀ は大型のものでは小さ

いがその存在は確認される。これがC.pac.jap.の 形態上の特徴であるか否かは,C.pac.

ocean.やC.pac.v.?を 調べて見ないと何とも言えない。♂ では左第5脚 外葉が類縁種中

最も細長い。C.pac.jap.の 主産卵期は1月 ～4月 で,そ の他の産卵期は明らかでない。

産卵期には沿岸表層に出現して大群を成すが,そ の他の時期には表層に出現す ることは少

なく,特 に夏季にはほとんど全 く表層に姿を見せない。ただし夜間は表層に現われるので,

diurnal migrationが 活発であることを示す。 本種は対馬暖流及びその影響する水塊の指

標種 として適当である。
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Table　1．　Surface　larval　net　sampling　of　Calanus　paczficus　iaponiccas

　　　　　　　　　near　Nagasaki　by　the　training　ships　and　fishing　boats．

Date

3．21

3．22

5．30

5．31

6．3

6．21

6．22

7．5，6

7．24

8，28

Time
（10min．）

16．40－50

17．15－25

18．00－

20．00－

21．00－

22．05－

23．10－

O．10－

1．10－

4．05－

6．00－

7．00－

8．00－

9．00－

10．OO　一一

〇．oo－

2．00－

4．00－

6．00－

8．45－

18．25一

22．00－

O．　10－

2．00－

4．00－

6．00－

8．27－

15．27－

12．15－

13．05－

14．20－

15．30　一一　21．00

22．50一

Station

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
T

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
L

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ

T
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
r
3
〃
〃
〃
4
〃
5
1
6
5
3
7
名
r
〃
〃
〃
〃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
島

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8

　
　
D

ツ
　
　
　
　
ロ

4
1
1
A

　
　
り

％
蛾
調
1
1
〃
〃
r
〃

リ
　
　

ク

ー
9
1
ー

ナ
　
　
　
ケ

ー
．
8
一

　
　
1

S．W．T
（oC）

22．2

　11

21．8

　1！

21．6

28．5

30．2

30，5

Weather

C
〃
〃
〃
〃

Total
vol．

（cc）

0
5
2

1

Ca，Z．　pac．　」’aP．

adult　juv．

　　　5

910610
20，60

　15，15

　　0，　1

　10，10

　　　！1

　　5，　5

　　0，十

　15，15

　　2，　2

　　2，　1

　　3，　3

　　0，　0

　　5，　5

1
1
0
　
1
　
　
1
0
0
　
1
1
　
1
　
　
2
3

…
0
，
0
0
…
0
・
・
0
，
0
0
・
・

1
1
5
　
1
　
　
6
1
1
　
0
1
　
2
　
　
1
3

0

　
　
　
　
　
r

　
　
　
　
　
r

O
O
O
O
O

　
　
　
　
　
，

　
　
　
　
　
0

∬
0
0
＋
㏄
0
〃
。
＋
＋
5
0
0
0
0
0
1
2
4
3
1
0
0
0
1
1
0
0
0
0
5
0
0
0

0
　

0
0
0
0
0
0

57

Remarks
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Year

1953

Date

8．29

10．4

10．5

11．17

11．18

1．27

3．24

3．25

4．27

4．28

4．29

Time
（10min，）

1．00－

4．55－18．20

12．30－

13．10－19．00

8．20－11，10

10．48－

11．22－

11．48－

12．30－

13．10－

2．30－

4．20－

10．54一　一

12．00一

11．30一

9．37－

10．25－

7．45－

8．45－

9．29－

10．37一

8．58－

9．47－

11．35－

13．00－

15．55－

6．37－

11．45－

6．48－

7．27－

8．38－

9．35－

10．42一

Station

　　！1

1一　10，A－D

　　10

1，2，3，5，7，

9，11，B

　　T

　　1
　　11

　10
　　B

　　2

　　11

　　4

　　3
5－9，11，A，

C，D

　　1

　　4

　　6

　　9
2，7，10，A，

B，D
11

a
C
A
9
1
0

1－6，8

r
K　
1
1

0

10

V
3
5
C
8
9

　
　
　
混

㎜
黒
田

　
　
　
9
臼
　
，
　
，

　
　
　
L
T
N

S．W．T
（oC） Weather

25．1

19．8

19．5

19．8

19．6

19．2

！1

19．5

19．2

15．1

15．3

15．8

16．1

15．5

16．5

16．9

17．0

ユ6．9

15．9

17．4

16．4

c

　
　
　
　
C

C
〃
〃
〃

　
　
　
　
　
〃
〃
C

　
　
　
　
b

C
〃

”
”
”
C

　
　
　
b
〃
C
〃

r
〃
C

Total
vol．

（cc）

25

［
0
障
0
1
470
100

10

5

－
⊥
－
⊥

Cal．　pac．　J’ap．

adult　juv．

O，5　O
o　　　o

o　　　o
o　　　o

o　　　o
O　　　l

O　rrr
o　　　o

O　rr
10　O
rr　O
rr　0
3　　　0

5　　　0

o o

200，60　50

1，0　0
3，3　0
1，0　1
o o

1200，50　500

　9，3　0
　10，10　0
1500，350　50

6500，3200　300

60，15

　0

20，　O

十，o

　o

　o

2，　0

3，　O

’1，　0

3，　O

rrr

rrr

　1

50

o

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

2

o

Remarks

Lucifer

Sagitta

Leptochela

Sagitta

Evadne
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Year

1954

Date

8．3－5

1O．　6

10．26

11．24

11．28

12．13

Time
（10min．）

Station

23．10－

20．20－

11．25　一一

12．00－

18．20一一一

1

T，1－11，

A－D，OK，
　　　　s

　　　　ll

　　　　lot

　　　　T

　　　　T

　　　　B’

1．21

4．14

5．26

5．27

5．28

4
6
7
3
4
9
0
7
8
9
6
7
2
3
9
0
6

　
2
2
1
1
2
3
1
1
2
1
1
　
　
1
2
ー

ロ
　
　

ロ
　
　
　
　
　
コ
　
　
ロ
　
　
コ
　
　
コ
　
　
リ
　
　

ロ
　
　
コ
　
　
コ
　
　

ロ
　
　
　
　
　

コ
　
　

ロ
　
　
ロ
　
　
ロ

6
7
7
8
8
8
8
9
9
9
0
0
1
1
1
1
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
1
⊥
て
⊥
1
1
⊥
－
¶
⊥

12．17

18．40　一一

10．34一

11．36一一

15．10　一一

9　．　45　一一一

11．15－

12．05　一一

14．10　一・

9．40－

10．40－

11．42　一一

14．20一

O．15－

20．40　一一

3．35－

20．30－

o．oo　一一

20．30－

1．50－

19．50－

o．oo－

20．00－

20．Oo－H

2．00　一一

20．00－

1　．　40　一一一

20．50－

1．50　一一

19．30－

21，30－

23．50－

1．35一

B
T　　　　　E

　　　　　1

　　　　13

　　　　　9

　　　　A

　　　　　7

　　　　　5

　　　　　4

　　　　　3

　　　　T

8，10，11，C，D

　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

ー0

P0

P1

V
〃
〃
〃
D
1
0
1
0
1
1
〃
〃
1
0
9
1
0
〃

〃
〃

S．W．T
（oC）

25．0

17．0

　／！

17．8

　！／

12．0

13．0

15．6

！！

26．1

25．7

29．2

　／1

23．0

　1！

24．4

21．0

20．1

20．5

　／1

17．5

　！！

14．0

　／1

　！1

　11

Weather

c
　b

　1！

bC

b

！1

Total
vol．

（CC）

0
0
8
0
0
5

ρ
0
3
9
臼
4
0
》
ρ
0P
O
庁
0
2

20

5
5
0
0
0
0
0
5
5
0
0
0
0
0
0
5
0
7
5

　
　
1
1
4
2
1
4
4
4
4
1
4
5
4
1
2
1
1

Cal．　pac．　1’ap．，

adult　juv．

　o

　o

　o

　o

1，　O

　o

10，　O

0

0
0
0
0
0
0

0
「
1

，
　
，

9
臼
唖
1

0
　
　
　
　
　
　
　
0
　
P
O
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0

　
　
　
　
　
　
0
1
　9臼

・
4
4
0
6
1
0
・
3
・
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

9
U
　
　
　
望
⊥
　
　
　
ワ
臼
5
　F
O

　
　
　
　
　
　
－
⊥
1
1
　
　
9
μ

1

，
0
0
0
0
　
，

9
臼
　
　
　
　
　
－

0
可
⊥

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

Remarks

Engraulis　ova

Th／X

Rhiz．　Tenzora

　　11

Engraulis　and

晦Z言oova
　　1！

Isopoda

Cerat，

Penilia
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Year

1956

1958

1959

Date

3．26

5．19

5．20

4．27

7．10

噌
⊥
Q
U
ρ
0

ー
コ
　
　

コ
　
　
　
コ

7
u
8
8
8．　7

9．　8

9．　9

10．　4

11．　4

11．15

12．　2

1．14

1．15

3．25

6．16

6．17

7．27

7．28

7．29

7．30

Time
（10min．）

1．20－

15．08－

15．28　一一

1．00一

1．18－

1．48－

6．30－

6．45－

7．10一

4．00－

18．40－

20．15－

1．25－

1．50－

18．47－

19．37－

O．21－

18．15－

19．50－

O．44－

1．00－

18．03－

18．20－

22．40－

18．03－

18．48－

19．44一

Station

M
飴
〃
／1

1！

！1

1！

1！

1！

皿
m
B
2
1
m
2
m
〃
U
〃
－
m
U
U
m
〃

！1

18．32－

1．32－

19．00－

21．00－

19．15－

O．30－

13．25－

14．00－

15．46－

8．25－

7．20－

7．50一

2
N
l
M
理
B
肱
－
圖
9
5
㎝

S．W．T
（oC） Weather

27．2

27．7

27．9

27．3

24．4

19．6

C
〃

b
”
c
b

　
b

Total
vol．

（cc）

0
0
P
O
ハ
U

－
よ
｛
⊥
　

9
臼

0
（
U
O
O
O

4
4
9
臼
2
3－↓
9
臼
1
⊥

0
0
1
↓

ド
0
8
3
2

3

1

3

Cal．　pac．　J’≠吹D

adult　juv．

500，10

　0

　0

　0

0
0

　
8

r
O
O

r

0
0
00
0
0
（
U
O

2

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
・
0
0
0

0
0
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　可
⊥
F
O

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
3
0
0
0
0

4

　o

　o

　1

100，5

　0

　0

　0

　0

　0

　0

　0

　0

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

Remarks

15m　layer

surface

25m　layer，
　　　　　Noctiluca

10m　！！

Surface

25m　layer

10m　il

Surface

11

！1

11

11

／1

Beroe，　fish　larva

dusty

Sagttta　juv．

Fish　Scale

Calanopia

Acartia

　　l！

dusty

Pontelta

Phytoplk　．

Aulerla

Sagitta

Auleria

　　1！

Calanopia

dusty

Calanop　ia

dusty

　　！！

！！

11

　　！l

Beroe
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Year

1962

1971

Date
f

2．28

3．　1

2．16

2．17

4．　5

4．　6

Time
（10min．）

Station S．W．T
（oC） Weather

O．29一

11．45一

1

11．43－

9．00－

11．13－

14．20－

14．44－

15．32－

9．39－

10．18－

11．30－

20．29－

21．07一

32027／N
128Q　54／E

32009／N
129。40／E

K
l
K
K
1
2
1
K
2
2
1

1
1
1
0
1
　

1
0
　
　
　
1

15．2

10．0

16．0

15．0

13．5

　！1

　／！

14．5

13．7

13．3

　！1

c
c
”

　
b
！！

C
〃
C
〃
C
〃

b

！1

Total
vol．

（cc）

Cal．　pa・c．　］’ap．

adult　juv．

140

130

800

2，000，30

　
0
　
0
　
2

1
　，　
0
，
0
0
0
3

　
1
47，　1

25，　3

43，　2

　0

43，　2

26，　2

39，　3

　5，　0

115，　5

Remarks

黄島S7’

アジソネSE　14ノ

lowest　tide

highest　tide

fish　ova

highest　tide

Table　2，　Sampling　data　of　Calanus　pacilficMs　var．　J’aponicus　by

　　　　　　　　　vertical　hauls　of　Kitahara／s　plankton　net玉n　Omura

　　　　　　　　　Bay　by　the　training　ship　“Asagiri”．

Year

1952

1953

Date

11．　17

11．　18

1．　26

1．　27

Time

12．　30

11．　00

4．　50

Station

0
1
2
1
0
1
1
A
B
D
2

1

1
2
3
4
6
1
1
B
D
5
8

　Depth
1　（m）

30一　O

　　l1

25一　0

10一　0

20一　0

25一　0

18一　0

30一　0

20一　O

23一　0

22　一一　0

21一　0

20一　O

25一　O

　　l1

30一　0

16一　O

Total　vol．
　　（c　c）

5
1
1
1
1
1
1
1
2

5
3
2
2
0
4
2
2
1

　
　
　
　
1

Cal．　pac．　iap．

adult　juv．

0
0
0
0
0
0
0
0
0

0
0
7
0
1
0
0
0
0

　o

　o

　o

　1

　3

　4

　0

　0

　7

92　61

1
0
2
0
0
0
0
0
0
0

Remarks

Rhiz　．

l1

11

11

！！

！！

／！

！1

1！

ll
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Year Date Time

1

3．　24

3．　25

1959

4．　27

5．　26

10．　6

0
0
0
5
5
3
　
0
0
　
9
　
0
0
　
1
0
　
0
0
0
3

0
0
0
4
2
1
　
2
3
　
1
　
3
4
　
1
4
　
2
1
4
2

サ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
　
　
　
サ
　
　
　
　

9
1
3
Q
σ
4
「
0

　
1
1
1
⊥
－
⊥
－
⊥

O
　
　
　・

9
臼
0
ゾ

ー

・01

　
　
　
ロ
　
　
　
　

耐
⊥
7
‘
　

8
8

1

　
　
　
　
コ
　
　
　
の
　
　
　
　

Q
り
0
1
n
∠

　
ー
ユ
ー
⊥
1
⊥

Station

9
1
0
A
C
1
2
3
4
5
6
8
9
1
1
A
B
C
D
C
7
8
A
　
9
1
0
1
1
T
1
1
1
1
1

TW

Depth
（m）

17一　0

20一　0

　　11

15一　O

Total　vol．
　　（c　c）

蟹謡αc・j孟解

6
3
2
3
2
4
3
2
5
1
1
2
6
1
3
1
3
2
3
1
1
　
1
3
3
1
1
1
3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
1
⊥
　
　
　
　
　
　
可
⊥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
爪
Q
　

〈
○
　
　
　
　
　
爪
0

0
0
3
0
0
1
0
5
5
1
0
2
0
0
1
0
1
0
．
0
0
6

　
　
　
　
　
　
　
1
♂
♀
　
♀
　
　
♀
　
Ω
　

0
0
0
0
0
0
0

0
1
0
0
0
0
0
0
3
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
2
　
0
1
0
0
0
0
0

Remarks

1 o o

！！

1！

！！

！1

dusty

Rんiz．

1／

dusty

1！

！1

／1

Rhiz．

／1

11

1！

！／

！1

！l

Microset　．

！1

Rんiz．

Rhiz．　Microset．

1！　foeces
！！

1！

dusty

！l

Erograulis　ova　6

C．　pamper，　Eucal．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Explanation　of　Plates

Plates　1－IV．　Figures　of　Calanus　paJcb［ficus　uar．」’aponicus　sampled　in　the

　　　　　　　　　　　neighbouring　seas　of　Nagasaki．

　　　　　　　　　　　　a・・・…dorsal　view　b・・・…lateral　view

　　　　　　　　　　　　c・・・…　the　5th　foot　d・・・…basipodite　of　the　5th　foot

　　　　　　　　　　　Dotted　lines　on　the　cephalothorax　segments　indicate

　　　　　　　　　　　red　stripes．
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Uム噛，嘲＿陣一

■L匂●凹響，噂．冒9，

a

鴨、

，，一@　　　へ

b

2．8加m

c

X80
N一一一一一一一一m．t．一一一一’
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